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　背景・目的 

 

　東京電力福島第一原子力発電所の事故によって、原子炉施設から多量の放射性物質が周辺地域に飛散・拡散

し土壌や植生に沈着した。地表に沈着した放射性核種が今後どのように移行するか定量的に理解していくこと

が、モデル等により今後の推移を理解する上で重要である。重要な移行経路の一つとして地表から大気への再

飛散がある。我々のグループのこれまでの観測で、山間部にある高線量地域では、夏季に大気中の放射性セシ

ウムが増加していることが明らかになっている。夏季の森林生態系からの放射性セシウム再飛散過程を明らか

にし、また放出フラックスを定量的に見積もることがが本研究の目的である。 

 

　観測 

 

　2012年12月より浪江町下津島地区グラウンドにおいて約10台のハイボリュームエアサンプラーによって大

気エアロゾルを高時間分解能でサンプリングし、Ge検出器で放射能濃度を測定している。この大気エアロゾル

サンプルの一部を取り出し化学分析及び顕微鏡観察を行っている。2015年よりグラウンドおよび林内で、バ

イオエアロゾルサンプリングを月に1-2回程度実施している。また、感雨センサーを用い、降水時・非降水時

に分けたサンプリングも行っている。200mくらい離れた林内でも同様の観測を行っている。さらに、パッシ

ブサンプラーによる放射性核種の沈着フラックスを測定するとともに、土壌水分と風速など気象要素を自動気

象ステーション（AWS）にて、エアロゾル粒子の粒径別濃度を電子式陰圧インパクタ(Electric Low-Pressure

Impactor, ELPI)、黒色炭素エアロゾル濃度および硫酸エアロゾル濃度をそれぞれブラックカーボンモニタおよ

びサルフェートモニタにて連続的に測定している。 

　フラックス推定のために、６ｍタワーを立て、放射性セシウムおよびバイオエアロゾルを２高度でサンプリ

ングするとともに、超音波風速計を設置して緩和渦集積法によるフラックス推定を試みる。 

 

　結果と考察 

 

　2015年夏季に行った観測と、そのサンプルのSEM-EDS分析により、夏季の大気セシウム放射能濃度は炭素

質粒子濃度と正相関していることが分かった。夏季には粒径5μm程度の炭素質粒子が多く、バイオエアゾルサ

ンプリングとその分析の結果、真菌類の胞子、特にキノコが主な担子菌類胞子が多数を占めていることが分

かった。但し、降水中には、カビが多い子嚢菌類胞子がむしろ多い。大気粒子サンプルの抽出実験を行った結
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果、夏季には放射性セシウムの半分以上が純水で抽出される形態(水溶性あるいは水溶性物質で付着した微小粒

子)であることもわかった。 

 

　そこで、2016年夏季には、大気粒子サンプル中の真菌類胞子の数密度と大気放射能濃度の関係を調べると

ともに、キノコを採取してその胞子の放射能濃度を測定して、大気放射能濃度が説明できるか、また大気粒子

サンプルと同様に、半分程度の純水抽出性を持つか調べた。その結果、大気放射能濃度と胞子と思われる粒子

の個数とは明瞭な正相関を示し、降水時には子嚢菌類が増加することが示され、このような胞子の飛散により

夏季の大気再飛散が説明できることが分かったた。 

　現在、放出フラックス推定について解析しており、その結果も報告したい。
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